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SSOに出席 して

九州大学生体防御医学研究所 森  Iオ 対

SSO(Society of Surgica1 0nco10gy)の 第 53回

annual meeungが ニユーオーリンズで3月 16日 か

ら19日 まで開催された。SSOはアメリカの腫瘍外

科に関わる人々の集まりで,その多 くは腫瘍を専

門に扱 う外科医である。現在のメンバー数は約

1,700名 と比較的小規模の会である。

私がこの会に興味を持っているのは,外科医の

日常臨床に直結 した研究発表が多いことと,その

レベルが高いからである。最初に本会に参加 した

のはアメリカ留学中の 1992年で,こ の時のボスで

あったSteele教授が本会の主要メンバーであった

ため,留学中に行った研究をまとめて発表するよ

うに仰せつかった。以来 2年 に 1回程度の割で出

席 している。海外の学会へは発表か座長の役がな

い限りは出席 していないが,今回は発表がなかっ

たけれども出席 した。これには訳があ り,今年の

会長が恩師のSteele教授で,彼からあるsessionの

discussantと して出席するようメールをいただい

たからである。

今回は東大の名川弘一教授 と申し合わせ,道中

ご一緒させていただいた。日本人の出席は少なく,

私たちの他には市立堺病院の古河洋先生,大阪大

学の中森正三先生,岡見次郎先生が出席されてお

られ (写真参照),中森先生と岡見先生は見事な発

表をこなされた。2日 日の夜はこの5名で発表の打

ち上げをかねて, 日本料理店で夕食をご一緒 し,

楽 しい一時を過ごす事ができた。この様な気軽な

集まりは日本ではなかなか難しく,海外での楽し

みの一つでもある。

さて,今回は特に微小転移検索の臨床的意義に

関する演題と乳癌の seninelいph nOdeに 関する

演題が多 くみられた。微小転移に関しては悪性黒

色腫,乳癌,大腸癌で予後因子 として大変有意義

であるとの発表があった反面,MemOrial Sloan

KetteAngか らはそれほどの有用性は認めなかった

との報告があった。乳癌のsendnellmph nOdeは

大変な勢いであることを実感したが,RIを用いて

いる施設が多 く,色素を用いているのはわずかで

あった。確かにRIは皮膚切開をせずにおおよその

位置が確認できる利点を持っているが,日 本では

手術場での使用など制限が少なくなく,今後の問

題 と考えられた。一方大腸癌でもseninel lymph

nodeの話題がみられたが, 日本ではリンパ節郭清

の省略の目安にして,縮小手術をはかるために試

行 されているようであるが,ア メリカではこの目

右から古河洋,中森正三,名川弘一の各先生.左端が著者 .
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的ではなく,医療保険や医療費の点から,で きる

だけ無駄なリンパ節郭清を行わずに,合併症を減

らした り,病理検査標本を減 らす目的で行われて

お り,お国柄の違いを感 じた。

Steele孝突お受σD`ヽず記言酵お封はValues in leadership:

Lessons learned from patients, students and

colleaguesと 題 した もので,特 に腫瘍外科医が

leadershipを 持つことの重要性を熱い語 り口で説

いておられ,大変勉強になった。

また,John Wayne Clinical Research Lectureは

NSABPの chairmanで あるWolmark教授 が

Adiuvalllt therapy ln colorectal cancer:The NSABP

experienceと 題 して講演された。ある トライアル

を組むと,2年以内に1500-2000名 の患者登録が

あり,一つの トライアルを除いては,すべて順調

に進んでいた.ま たいくつかの トライアルでは既

に結果が出ており,こ の様なトライアルを容易に

すべ く日本の現状を何とか打破しないといけない

事を感じた。名川教授も全 く同様の感想を持たれ

たようである。しかしこれを行うためには,国民

にこの様なトライアルにおける日米較差の現状を

理解してもらう必要と厚生省を初めとする関係省

庁の際だった理解が必要であり,前途は多難と感

じている。

アメリカのAACRや ASCOと は異なり,大変/1ヽ

さい会ではあるが,目 的が似たものの集まりであ

り,私にとっては毎年でも参加したい会である。
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